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教室だよ り

第一生化学教室

第 一生化学教室は,1984年 より高井義 美教授 を中心

に,細 胞内情報伝達機構の解明に取 り組んで きている.

現 在,kと してras癌 遺 伝子 産物 な どの低 分子 量

GTP結 合蛋白質に焦点をあて,細 胞の癌化,増 殖 ・

分化の制御機構 や血管平滑筋の収縮や神経機能などを

解明するためにさまざまな研究 を行 っている.以 上の

テーマに対 して,伝 統的な生化学,蛋 白質化学的手法

に加え,分 子生物学,細 胞工学的手法や遺伝学的手法

など多種多彩なテ クニ ックを駆使 して,さ まざまな面

か らのアプローチ を試みている.

さて,当 教室の メンバーは,高 井教授 をは じめ助教

授1人,助 手2名,技 官1人 のスタッフ5名 と,25名

の大学院生 ・研究生,さ らに2名 の学部学生か らなる

大所帯である.大 学院生 ・研究生は当教室以外に,第

',二,三 内科,老 年科,第 一外科,小 児科,脳 神経

外科,整 形外科,麻 酔科など多 くの臨床講座か ら,さ

らに本学ばか りでな く,東 大 ・京大 ・阪大 ・名大など

の他大学の臨床講座や企 業か ら出向 して きている人も

お り,お 互いに刺激 しあ って,教 室 は早朝か ら深夜 ま

で,灯 りの消えることなく活気 にあふれている.ま た

他講座 との共同研究 もさかんで,第 …内科,第 二内科,

第一外科,小 児科,第 二解剖,第 二生理,ICMR(免 疫)

とも共同研究 を行 ってお り,多 くの成果 をあげている.

さらに学部学生 も毎年1人 か2人,夏 休みにやってき

て実験を始めるが,そ の ままいついて しまう人が多い.

このように若い多種 多様 な人材が多い中で研究 を進め

てい くことは,新 しい発見や大 きなブ レイクスルーを

する上で必要不可欠なことと思われる.

以 上の ように,当 教室が研究面や人材の面でも成熟

して きたことは,各 方面の先生方の御支援の賜であ り,

今後益々宜 しくお願いする次第であ ります.

(貝淵 弘三 ・55年卒)
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